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四国東部の南部黒瀬川帯（坂州帯）坂州層群（新称）の層序と放散虫年代

石田啓祐＊・香西武紐

Stratigraphy and radiolarian ages of the Sakashu Group, South Kurosegawa 

Terrane (Sakashu Belt) in East Shikoku 

ISHIDA Keisuke* and KOZAI Takeshi砕

Abstract The post-Norian and pre-Hauterivian cover formation of the Permian accretionary complex is 

investigated in the lithostratigraphy and radiolarian ages in the Sakashu Belt (South Kurosegawa Terrane), 

East Shikoku. The cover formation, proved to be the Lower Jurassic-earliest Cretaceous fore-arc basin-deposits, 

is newly named the Sakashu Group. The group is composed of the Lower Jurassic Hirose Formation (new 

name), and the Middle Jurassic-earliest Cretaceous Kurisaka Formation (revised). The Hirose Formation 

unconformably overlies the Carnian and Norian shallow-marine formations. The Kurisaka Formation is 

unconformably overlain by the Shobu Formation of the Takegatani Group (brackish Hauterivian). The Hirose 

Fom皿 ioninitiates in the radiolarian Parahsuum simplum Zone. The middle to upper part of the Kurisaka 

Formation at least ranges from the Tricolocapsa conexa to the Pseudodictyomitra primitiva zones. The Sakashu 

Group provably encircles the upper Lower Jurassic beds. Because the submarine-slide beds, being intercalated 

in the Kurisaka Formation, contain the mudstone block of the Trillus elkhomensis Zone. The Sakashu Group 

is correlative with the Kawamata and the Ashikita groups in Kyushu. The Naruho and Kagio formations in 

West Shikoku, and the Nakanose and Birafu formations in Central Shikoku are correlative to the formations of 

the Sakashu Group. The fore-arc basin-formations were formed on the Permian accretionary complex of the 

Kurosegawa Terrane from earliest Jurassic to earliest Cretaceous. The sedimentation was after the deposition 

of the Triassic shelf-deposits (Zohoin and Kochigatani groups), and before the initiation of Hauterivian delta-

sedimentation (Shobu Formation of the Takegatani Group). 

Key words: stratigraphy, radiolarian age, Jurassic, earliest Cretaceous, fore-arc basin, Sakashu Group, 

Kurosegawa Terrane 

はじめに

四国の秩父累帯には，その中央部を東西に縦断する形で

ペルム紀の付加コンプレックス（以下ACと略す）が分布して

おり，その南北両側に分布するジュラ紀ACを主とした地帯

とは，異なる層序構成で特徴づけられる．このペルム紀AC

の分布地帯は，黒瀬川帯と呼ばれており（四国地方土木地

質図編築委員会編著， 1998など），中生代の斜面海盆堆稽
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物（以下SLと略す）により覆われている．四国東部では，

上韮生川一鮎喰川断層より東部の黒瀬川帯は，南北2帯に

分かれて分布しており，ペルム紀ACを被覆する斜面海盆

堆積物の層序構成が異なることが明らかにされており，

北部の正木帯と南部の坂州帯に区分されている（石田・香

西， 2003)，また正木帯と坂州帯の間には，下部白亜系堆

積後の構造ユニットである吉ヶ平帯が存在する（石田・香

西． 2003).

筆者らは，坂州帯の中生代斜面海盆堆積相の滸序と微

化石年代の検討の一環として，四国東部の那賀川上流域

の徳島県木沢村坂州～相生町内山に分布する栗坂層

(Kobayashi and Iwaya, 1941)の岩相恩序と放散虫年代を検

討した(Fig.1)．その結果，これまで上部ジュラ系と見な

されていた栗坂1爵の下部は下部ジュラ系に属し，上部已

牲系斜面海盆堆稽相を不整合に覆うことが明らかとな・‘)
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Fig. 1. Geological outline map of the Sakashu Group (Hirose and Kurisaka formations) with the index map. J-1 I; 
radiolarian localities. 

たまた，栗坂陪の上部は最下部白亜系に及び，下部白亜

系のデルター浅海府との問には，層序的な欠如が見られる

ことを明らかにしたので報告し，坂州帯の下部ジュラ系～

最下部白亜系斜面海盆堆積相の岩相層序を改訂する．

地 質 概 説

四国東部地域の上韮生川一鮎喰川断陪以束では，広義の

秩父累帯は5帯，すなわち北から南へ， 雲早山帯（秩父累幣

北帯相当の三牲紀末—ジュラ紀AC分布地帝），正木帝（黒瀬

川帯北部相当のペルム紀ACと白亜系SL分布地帯），吉ヶ平

帯 （白亜紀前期後半以降の構造ユニット），坂'}|•I帝（黒瀬川

帯南部のペルム紀ACと中生代SL分布地帯），那賀川帯（秩

父累帯南帯相当のジュラ紀ー白亜紀初期ACとSL分布地帯）

に区分されている（石田 ，香西， 2003)．坂州帯は， 黒瀬川

帯（ペルム紀ACとペルム紀末ー中生代SL)の南部に相当

し，シルルーデポン系の黒瀬川構造帯構成岩類を伴うペル

ム紀ACの栴曽根庖群（平山ほか，1956)ならびに，ペルム

紀末，三岱紀中 ・後期， ジュラー白亜紀最初期，白亜紀前

期のSLで構成される培序ユニッ トを基本とする(Fig.2), 

斜面海盆堆栢相(SL)はペルム紀末の拝宮附群（平山ほか，

1956)，三f.t紀中期の蔵法院陪群臼ヶ谷！罰（平山ほか，

1956)，三外紀後期の河内ヶ谷陪群寒谷附と梅ヶ谷陪（平山

ほか，1956)，ジュラ紀前期の広瀬陪（新称），ジュラ紀中

期～白亜紀初期の栗坂陪（改訂），白亜紀前期の竹ヶ谷/fj群

葛蒲Wi(Kobayashi and fwaya, 1941 ;石田 ・香西，2003再定

義 ：汽水成Hauterivian)，紅葉川｝召（石III・ 香西，2003: rfij: 

成Barremian)，内山l竹（石田 ，香西，2003；洵威Aptian)に

区分される ， ＿—： 4]紀SLは数幣に分かれて分布するが，蔵

法院1杓群l丑ヶ谷l竹はペルム紀後期SLの拝‘g・！竹群と密接に

伴って最南部の1術にのみ分布し，Daonel/asakmmna, D. kotoi 

とTn1c/1ycern5sp.を産し， Ladinianに屈する．河内ヶ谷l悦

群上部陪の梅ヶ谷層は坂州帯中ー北部で数帯見られ，

Entomonotis ochoticaをは じめとする二枚貝を産し，Norian

上部に屈する．

ペルム紀後期ACと三既紀後期SLの不整合関係は坂州の

坂J•I•I木頭川河床で見られ． 坂）1•I不整合（市川 ほか， 1 953) と

呼ばれている．坂州帯の北限は東尾スラス トで吉ヶ平幣と

画され，南限は十二社スラストで那賀川帝と画される．坂

州の坂｝•I·!橋下～上流の広瀬にかけての河床では，オ會留根陪

群から寒谷10,広瀬形（新称）と栗坂陪下部に至る陪序が見

られる．また上那賀町栗坂～一釦iliにかけては，栗坂陪の模

式的陪序と，その上位に位骰する竹ヶ谷層群磁湘！円が見ら

れる (Fig.3). 

岩 相 層 序

1.坂州層群 （新称）

坂州帯に分布する下部ジュラ～最下部白亜系の斜而海盆

堆積相を坂州1爵群と命名する ． 坂外•I陪群は，徳島県木沢村

坂J1•I～上那賀町栗坂を経て，；t·•;蒲に至る地帝に校式的に分

布するほか，柏曽根ー竹ヶ谷，臼ヶ谷ー内山にかけての東

西地楷に3帝の分布が見られる．本附群は附l學500mにおよ

び，」洛II噂］系川内ヶ谷／竹群相当のSLを不整合に骰い，

デルター浅海札lの下部白亜系竹ヶ谷培梢屯iiiliI科に不整合で

裂われる．坂州｝竹群は，・ト部ジュラ系の広瀬陪（新称）と

中・ト部ジュラ～1位下部L'」,m系の梨坂｝罰（再定義）に区分さ
れる．

柴坂府は Kobay狐hiand Jwaya (1941)により命名され，礁成

石灰岩を伴わないことから， 島巣！竹群とは1区別されたが，平

Age Zone & Assemblage Sakashu Belt 

Aptian 
Mesomilsa japonica -P/icatula Takahashii 

Uchiyama Fm. 
Cheloniceras sp. 

CRETACEOUS 
Barremian Archaeodictyomitra pseudoscalaris AZ Momijigawa Fm. 

Hauterivian Eomiodon matsumotoi -Hayamina cf. carinata Shobu Fm. 

Valanginian 

Berriasian Pseudodictyomitra carpatica Zone 

Loopus primitivus Zone CL 
ニ

Upper Ataxioceras kurisakense -Somapecten kimurai e Kurisaka Fm. 
Stylocapsa (?) spiralis Zone 

゜Tricolocapsa conexa Zone コ
JURASSIC Middle ..s::::: 

U) 

Trillus elkhornensis Zone 
〇

(slide block) よ

Lower ゜Parahsuum simplum Zone uっ Hirose Fm. 

Entomonotis ochotica Umegatani Fm. 
Upper Ha/obia sp. -Pseudolimea naumanni 

Myophoria sp. -Oxitoma pulchra 
Sabudani Fm. 

TRIASSIC 

Middle 
Daonella kotoi Usugatani Fm. 

Lower 

Lepidolina Kumaensis Haigyu Gp. 

Upper 
Neoalbaillella ornithoformis AZ 

PERMIAN Fo/licucullus charveti -Albaillella yamakitai AZ Hisone Group 

Follicucullus sholasticus -F. ventricosus AZ 

Lower 

CARBON. 

DEVONIAN 
Suberidani Gp. 

SILURIAN Schedohalysites kitakamiensis 

Fig. 2. Stratigraphy of the Sakashu Belt. 

山ほか(1956)は石灰岩を伴う ことをもとに， 本陪を鳥巣層群

に含めた．本層はアンモナイトのA ・KIX10C年 iskuris.1kense ~産

することから，Kimmeridgian階に相当すると見なされてい

た(Kobayashiand Fukada, 1947; Sato, 1974)．筆者らは，坂州

帯の中生代斜面洵盆堆和相の陪序と微化石年代の検討の一

棗として，四国東部の那賀川上流域の徳島県木沢村坂州～

相生町内山に分布する栗坂層(Kobayashiand Iwaya, 1941) 

の岩相陪序と放散虫年代を検討した．その結呆，これまで

上部ジュラ系と見なされていた本陪の下部は下部ジュラ系

に屈し， 上部：：：：：伐系斜面海盆堆梢相を不整合に覆うことが

明らかとなったまた，栗坂）習の上部は最下部白亜系に及

び，下部白亜系のデルター浅海層の竹ヶ谷陪群との間に

は， I苦序的な欠如と顕著な岩相変化が見られることが明ら

かとなった ． 坂）•1•I帯の下部ジュラ系斜面洵盆堆梢相と中 ・

上部ジュラ系斜面海盆堆梢相の栗坂層とは，年代にかな り

の11／紅たりがあり，岩相や生物相にはそれぞれ固有の特徴が

見られることから，従来の栗坂庖分布地域で新たに見いだ

された下部ジュラ系斜面海盆堆積相を栗坂陪とは区別し．

広瀬培（新称）と命名する．また栗坂層模式地を中心と した

放散虫生層序の検討により，模式地を含む栗坂陪の層序が

中 ・上部ジュラ系～最下部白亜系に及ぶことに応じて，栗

坂陪を再定義する．広瀬陪と栗坂庖とは．岩相的には整合

的累重l紺係にあるが，両者の詳細な年代陪序関係について

は，今後の詳細な検討が必要である．

広瀬陪は上部三翌系Carnian階の寒谷陪と不整合関係に

あり， Norian階の梅ヶ谷培との間にも培序的欠如がある．

坂州附群上位の竹ヶ谷跨群(Ishida,I 999；石田 ・香西．2003

再定義）は，坂J11帯に分布する下部白亜系デルダ斜面海盆

堆梢相で，礫岩から始まる3回の堆稽サイクルが見られる．

竹ヶ谷界群は基底礫岩を伴う汽水成将から始まっており，

最下部の菖蒲陪は， Kobayashiai1d Twaya (1941)によ って．

栗坂培の被覆層として命名された．岱蒲爵の砂岩 ・泥岩か
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らは，Eomiodonmatsumotoi, E. nipponicus, Hay:,mina 

carinataなどの汽水生二枚貝類が産出し， Hauterivianと考

えられるほか，下部の泥岩は再堆秘放散虫群躯を産し，

Tricolocap.rn plicarumをはじめとするジュラ紀要素を伴う

（香西ほか，2001)．このように竹ヶ谷層群は栗坂！舒（再定

義）とは堆栢相の相迩と年代的なliil隙がある．

黒瀬川幣のジュラ系を烏巣！汚群に1祉屈させるかどうかに

関しては，これまでにも議論はあったが，烏巣陪群の校式

附（蔵田， 1941a・ b;木村， 1956;須鉛 ・石田， 1985)は，

秩父累帝南帯のジュラ紀付加体を被毅する斜面海盆liii和相

(Matsuoka and Yao, 1985)である．これに対して，本1罰も

その一つである島巣陪群相当｝料は，秩父累帯の南半部に数

帯に分かれて分布しており，北部のものは，黒瀬川帯ペル

ム紀ACの被骰岩相として存在する以上の状況から，坂

州帯のペルム紀ACの被毅岩相のうちの最下部ジュラ～1位下

部白亜系の斜面海盆堆梢相を坂‘}|•I陪群（新称） と命名する ．

広瀬府（新称）

分布： 木沢村坂州字広瀬の坂»)•I•I木頭川河床に模式的に分

布する．西方延長は木沢村寒谷に，東方延長は上那賀町西

ノ谷に及ぶ．

庖厚 ：約210111.

岩相・恩序： 本培は， 校式地の坂州木頭川の坂')•I•I橋直下

の河床では，上部二牲系Carnian階の寒谷陪に屈する酸性

凝灰岩層(I杓／恥0.4m)を不整合に毅う (Fig.3)．広瀬陪の基

底部は，斑状組織の顕著な珪長質火成岩類の中～大円礫を

主とする礫支持型の礫岩｝円（陪厚2m)に始まり，下部は砂

岩泥岩等iiしないし泥岩俊勢のタービダイト型砂岩泥岩互陪

を主とする (Fig.4).本11'1下部の泥岩俊努部には，淡緑灰

色の酸性凝灰岩隙附（庖9豆1~3cm)が数枚挟在する．本陪

の中部には， channel-fill 型の砂岩層（~,厚数m以下）が挟在

する．Channel-fill型の砂岩培は下位陪の浸食而を充瑣する

もので，剥離泥岩片を多批に伴い，烏巣式の礁成石灰岩塊

（長径数m以下）を含む(Fig.4)．烏巣式石灰岩塊には，ウニ

の棘や，六射サンゴ類が盟富に含まれる・広瀬1fi1の上部

は，泥岩俊勢～砂岩泥岩等紐のターピダイト型砂岩泥岩互

li,1 ( l',~)厚約50111) からなり ， しばしば酸性凝灰岩痺思(I舒厚2

~3cm)が快在する．広瀬河床においては，本陪の上位に

は，栄坂附相当の黒色の泥岩陪（｝爵）単約40111)が整合的に犯

なる (Fig.3). 

構造 ：模式地の坂州木頭川河床では，広瀬附は，上位の

架坂培と共に，東西方向で東に緩くプランジした軸をも

つ，ひとつの向斜構造を形成する(Fig.I)． したがって，

広瀬）料は南北両猥に分布が見られ，！l!h部には粟坂荊の最下

部の黒色i)蒻岩罰が分布する・下位1習からの連続1杓）手が見ら

れるのは，南淡である．F部のターピダイト型砂岩泥岩互

IMは南数のみに分布が見られ，坂州木頭川左岸河床では，

波長20-30mの開いた猪IIりを2回繰り返しており ，摺曲軸

はほぼ東西で，東または西に緩くプランジしており，地陪

の走向はN62°W~70゚Eの間で連続的に変化し，北または

南に傾斜する．中部から上部にかけては， N70°W前後の

走向で， 50~65゚ 北傾斜し， 北上位である．北粟には広瀬

層上部のみが分布しており，校式地の河床では，北限は，

破砕帯(1.5m)を伴う束西走向北傾斜の衝上性の断附で画さ

れており，ペルム系相当の砂岩形と接する．走向 ・領斜は

N65~70゚E,65゚Nで逆転している．

年代： 本／杓の下部および上部からは，ターピダイト型砂

岩泥岩互層の泥岩俊勢部分に扶在する酸性凝灰岩簿陪よ

り，Parnhsuumsimplum帯の放散虫群集が産し，最下部

ジュラ系に属する．

栗坂恩 （再定義）

分布： 南北3帯に分布している．北より，坂州ー栗坂ご溢

蒲，梢曽根竹ヶ谷，臼ヶ谷ー内山の分布地帯である．本陪

の模式的な陪序は栗坂ご区蒲にかけて見られる (Fig.I). 

恩厚 ：最大陪厚約310mと椎定される (Fig.3). 

岩相 ・層序 ：栗坂界の下部は坂州木頭川沿いの広瀬河床

で見られ，下位の広瀬庖とともに向斜構造を形成し，その

軸部に黒色の泥岩陪（層厚40m)が分布する．この泥岩陪は

槃母片と赤いひも状の生痕を多く含み，しばしば砂質の薄

l習を挟在するほか，鱗片状の剪開が顕著である．この泥岩

陪からは，広瀬の河床において，数は少ないが，アンモナ

イトが産している．栗坂h弓の模式地である上那賀町栗坂～

葛蒲にかけては，栗坂陪の中部から上部の阿序が見られ

る．本陪の中部は石灰骰の暗灰色泥岩および泥岩優勢の砂

岩 ・泥岩細互陪を主として，陪駆2m以下のアルコーズ質

砂岩！名を挟在する．アルコーズ質砂岩府には，石英脈や酸

性火成岩起源の細円礫を混えることがある．上部料は泥岩

および泥岩優勢の砂岩泥岩細互層が主であり，生痕(1)

Ne1-eites sp．が伴う．泥岩は暗灰～黒色で互層部は単l杓が

数cm以下の細粒の泥質砂岩肘を伴うほか．酸性凝灰岩薄

陪（陪厚 ! ~2cm) を挟在する ． 捨沿根4,J• ヶ谷の分布地帯で

は，栗坂陪は｛沙岩泥岩．泥＇苔優勢砂岩泥岩細互 J爵からな

り，附駆約300mに及ぶ臼ヶ谷内IIIの分布地帯では，泥

質岩府中に最大径が30mを超える島巣式石灰岩塊や円礫混

じり砂岩塊を伴う海底地すべり堆梢物が挟在する．栗坂[可

は広瀬陪に整合的に累面し，下部白亜系岱蒲陪に不整合に

毅われる．

構造 ：坂州一栗坂一汽蒲の分布地帯では． ド位の広瀬N

とともに，束に緩くプランジした向斜構造を形成するが．

栗坂から東ガの，卜＼蒲にかけては南機のみが分布するため，

全般にN70-80°w走向で60゚前後に北傾斜する．柏曽根ー

竹ヶ谷の分布地幣では， N70~80゚Eの走向で60°tili後に北

傾斜する．また臼ヶ谷ー内山の分布地帯では， N70~80゚E
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Fig. 4. Lithological features of the Hirose Formation at Hirose, Sakashu. A: a graded sandstone bed in the alternating 
beds of sandstone and mudstone. B: convolute lamination in the turbiditic sandstone and mudstone. C: basal part of 
the channel-fill sandstone beds with rip-up mudstone clasts. D: reef limestone (ls: Torinosu-type) block in the channel-
fill sandstone. 

走向で50~60゚ 南傾斜 し，南上位である．

年代： 栗坂陪の詳細な年代下限は不明であるが，少なく

ともジュラ紀中期Callovian階(Tricolocaps11conexa幣）～白

亜紀最初期(Pseudodictyomitucarpatica帯）に及んでおり，

広瀬陪との整合的な層序関係から，下限はジュラ紀前期後

半～中期初めに及ぶ可能性がある．また層内の地すべり堆

梢物からは，ジュラ紀前期後半(Trmuselkhornensi対府）の放

散虫が検出される．

放散虫年代

1.広瀬層

本陪の下部からは，坂州橋」こ流河床において，本層基底

礫岩の上位約15mの泥岩優勢砂岩泥岩互附に挟在する酸性

凝灰岩悪層(Loe.I: Fig. 3)より， Parahsuumsimplumが産

する (Fig.5)．本陪の上部からは，坂州木頭川の広瀬河床

において，向斜北災の泥岩優勢タ ービダイ ト型砂岩泥岩

互層に挟在する酸性凝灰岩薄陪 (Loe.2: Fig. 3)より，

Paral1suum simplum, Parah.mum ovale, Gigi sp., Bagotum sp. 

を主要な構成種とする放散虫群集が産し（Fig.5), Hori 

(1990)のParahsuumsimplum Assemblage Zone, とくに

Subzone ilに対比される．またMatsuoka(1995a)のParal1suum

simplum Zone (JR I)に対比され，下部ジュラ系下部に属す

る．このように，広瀬培は，下部から上部までが下部ジュ

ラ系下部の Parah.mumsimplum Zone (Hori, 1990; Matsuoka, 

1995a)に1属する．

2.栗坂唇

栗坂培の捩式的な）RI名は坂州ー栗坂ー蕊蒲の分布地帯で見
られる．本培 F部の黒色の泥岩陪(Fig.3)からは，放散虫

は検出されていないが，アンモナイトが検出されている．

栗坂Ji;i'tの中部はKobayashiand lwaya (1941)による栗坂陪

の模式地でもあり，アンモナイトの Ataxioceras kurisakense 

を産することから，Kimmeridgian階下部に相当すると見な

されていた(Kobayashiand Fukada, 1947; Sato, 1974). lshida 

(1997)は，模式地の栗坂セクション(Loc.3)において，放

四国東部の南部黒瀬川帯，坂州層群の層序と放散虫年代

Fig. S. SEM photographs of Lower Jurassic radiolarim1s from the Hirose Formation (1-12) and the sliding muds tone-
block in the Kurisaka Fomiation (L3-22). Scale bars (a-c) indicate I 00 /.l m. a: I, 9. b: 2-6, I 0-l 7, 21. 22. c: 7. S, 
18-20. 1-6: Parah.suum simplum Yao (I: Loe. I; 2-6: Loc.2); 7.8: Bagotum sp. (Loc.2); 9: Gigi sp. (Loc.2); I 0-I 2: 
Parと!hsuumovale Hori皿dYao (Loc.2); 13: P11mhs11um ovale Hori and Yao (Loc.11); 14: Para/isuum t11k11rdL1wae11se 
Sashida (Loe. I I); 15: Brocllls sp. (Loc.11); 16: Cmopwm anulmum Pessagno and Poisson (Loe. I I): l 7: P.1呻 suum
kanyoense Sashida (Loe. I I); l S: Bagorum sp. (Loe. I I); 19: Archirnps11 pachyderm a (Tan Shin Hok) (Loc 11): 20: 
Parahsuum sp. (Loe. I I); 21: Droltus hecatensis Pessagno and Whalen (Loc.11): 22: Noritus ef. /illihomensis 
Pessagno and Whalen (Loじ．11)
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散虫群梨を検出し， At邸 ioceraskurisakenseの産出附準との

関係を考察した．栗坂セクショ ン（約10m)は下位より， A

部附 ：石灰質ノジュールを伴う泥岩培(3.2m),B部10:石

灰質泥岩陪(l.5m),C部層 ：葉理泥岩陪(O.Sm),D部庖 ：

葉理砂岩 ・泥岩互附(0.5m),E部培 ：石灰分の多い砂質泥

岩居(0.5m),F部層 ：菜理砂岩 ・泥岩互附(1.4m),G部

屑 ：石灰質ノジュールを伴う泥質砂岩陪(Im),H部附 ：珪

長質硬砂岩陪(1.5m)で構成される．A部府の下部（層準A:

セクション基底BSよりIm)からは, Tricolocapsa conexa, 

Gongylothorax favosusが産するのに対して，A部肪上部（附

準B:BSより2.5m)とB部陪（陪準C3:BSより4m)・ C部陪

（附準C2:BSより5.5m)の泥岩からは，両種に加えて

Kilinorn spiralisが特徴的に多産し， T.plicarurn, Tricoloc,1psa 

tetragona, Tricolocapsa aff. fvsifom沿，Eucyrtidiellumnodosum, 

ArchaeodiCLyomi四 suzukiiが伴う (Fig.6)． さらに，B・C部

附からは Cinguloturrisc;irpaticaが加わり， G部培の泥質砂

岩（／昴準CI:BSより8.6m)からはアンモナイトのAI邸 iocems

kurisakense(Fig. 7)が産する(Ishida,1997)． したがって，采

坂セク ションでは，A部陪下部は Tricolocapsaconexu帯

(Matsuoka and Yao, 1986: Matsuoka, I 995a)に，A音Iikサ上部

~c部層は Kilinoraspiralis帯(Matsuokaand Yao, I 986; 
Matsuoka, 1995a)に属する．またG部粕はKimmcridgianf部

に屈する．

本陪の上部は黒色泥岩～細粒砂岩泥岩細互肪からなり ，

しばしば酸性凝灰岩縛陪が挟在する．細粒のクーピダイト

相と見られる ． 上部からは ， 栗坂—-t沿ili fiりの峠付近 (Loc.4 )

の泥界／呂より Loopu.sprimitivu.~. Cingulowrris c:1rp111ic:1. 

Eucyrtidiel/um ptycwmで特徴づけられる群梨が， またL'，；
蒲(Loe.5)の凝灰岩薄序を挟在し Nereitessp.の生痕を伴

う細粒砂岩泥岩細互層からは，Loopusprimitivusで特徴づ

けられる放散虫群集が産し(Fig.6)，いずれも l.,oopus

primilivus荀(Loc.4は下部， Matsuoka.I 995b)に1低する．

本/~1最上部からは， 一松 i,l1(Loc. 6)の細粒煤色泥宕J.:,1(Loe. 
5の約80m上位）より Pseudodictyomitrt,carp111ic11, Loopus 

y;mgiで特徴づけられる群躯が産し(Fig.6), Pseudodictyomiu,1 

cnrpatica ;H'i (Matsuoka, I 995a,b)，に屈する．Loopusyangi 

DumitricaはMasirash励(Oman)のBerriasianから報告され

ていることから(Dumitricaet al., 1997)，栄坂/1・・1l!Jl上部は1立

下部白亜系に及ぶと見なすことができる．

柏曽根竹ヶ谷の分布地帯では，栗坂！昴は砂告，泥岩，

泥岩優勢砂岩泥岩細且丸りからなり ，倍匝約300mに及ぶ．

竹ヶ谷南方の竹 ヶ谷手1 ヶ谷林珀沿いの泥岩低勢砂岩·ilも•府
闊 (Loe.7, Fig. 3)からは，Gongylothornx邸 kawaensis,

Ristolll dhimen11ensis, R. cf. boesii, Mirifusus sp., Poclo/Jursa 

cf. polyac11111h11, Tetrntrnbs spp．で構成される群集がP行し，

Baumgarlner and JNTERRAD J-C W.G. (1995)のUAZ6-7,

Matsuoka (1995a)の Kilinoraspirnlis帝に相当する （香西ほ

か， 2001),

臼ヶ谷一l)、1山の分布地・：仔では，栗坂It1はlr'II嬰約250111に

及び，砂岩，泥岩，泥岩悩勢砂岩泥岩細互層からな り， 下

部に鳥巣式石灰岩塊を伴う海底地すべり堆梢物が，上部に

アルコーズ質砂岩培が挟在する．本陪からは，内山(Loe.

8)の泥質岩から Protunumaochiensis, Hsuum nrnxweJJi, 

Dictyomilrella (?) aff. kamoensisを伴う群躯が産し， T.

conexa ・:i'f中部-Kilinora spiralis幣 (Matsuoka,1983)に底す

る．内山西方の内虚臼ヶ谷林道沿いでは，島巣式の石灰

岩塊を伴う海底地すべり堆梢物直下の泥岩悛勢砂岩泥岩細

互陪(Loe.9)より , Loopus primitivus, Svinitzium sp., 

Pi111tanellium lanccofa, Ci11g11lotunis carpillica, Arclweodictyomitra 

:ipiarium. A. minocnsis. Solenotrima ichikawaiの共産で特徴

づけられる放散虫群集が産し（Fig.6), Loopus primilivus哨

(Matsuoka. 1995b)に屈する．竹ヶ谷臼ヶ谷林道沿いでは

峠より竹ヶ谷側の本I~下部の黒色泥岩層 (Loe. 10)より，

Tricolocapsa cone⑬が産し，T.conexa帯ないしKilinora
9 → 9會~

spiral is宙 (Matsuokaand Yao, 1986; Matsuoka, 1995a)にI屈す

る．また，その上位100111付近の泥質岩層に挟在する悔底

地すべり堆梢物からは，林迫頂上部付近の島巣式石灰岩塊

に隣接する黒色泥岩(Loe.II)より，Archicapsap11chydermil, 

Pi/1.ul1,Suum kimyoCIIse. P. IakiIraな wuensc,Ci1110p1um anul:uum, 

Drol rolws hccatensis, Noriws cf. lillihomensis. P:irohsuum ov:ile. 

P. sp., Broctus sp., Bagotum spが産し(Fig.5, 香西ほか，

200 I), Trill •9 92: 
us elkhomcnsis‘― 1W (Matsuoka, 1995a)，ないしは

P;Irahsuum mk:Irn9awaCIIse幣(Sashidu.I 988HII当のJfl:W物

に由来すると考えられる．当地域の島巣式石灰岩からは，

ウニ，府孔虫などが産し，六射サンゴはEguchi(1951)に

よる，記載がなされている．

大型化石年代

如J:i..1t1からは， L—.JJI;tilIIJ縣からTamuru ( I 960) によ っ て ，

叫 Ii(}）．．枚具が，記載されている．これらの二枚貝類は熊本

県坂本附，福島県411馬中村培群I―lIノ沢1(1からも知られる．

栗坂附轟のこー．枚貝『(f./J',9｛憚は，箪者らの栗坂セクションに

おけるD 0部lI,1 か らの Jr(;_ /J,r と 兄な さ れ， G名Ill',’•1 ( li’•'i準C l )

より Kimmeridgianド部を示す Atax ioceras kurisakense 

Kobayashi and Fukadaが賄し(Fig.7),2.lm下位のC部府(I「り

準C2)からは， Kilinoraspirnlis 1作の放散虫群集が産する こ

とから ， ．．枚且廂II,i/1・1準は，両者の I:ijす なわち，

Oxfordian I:一部ないしKimmcriclgian下祁と考えられる．坂本

lr1は，岩相から上部/1'1． 卜部/(1に区分され， 1-．部陪下部の

含石1火府頁府細ILIrりから ―．枚且類， 1 •部の、1!』色貞沿！けから

-；枚貝類及ぴTithonianを示すアンモナイト Aulncosphinctes

四国東部の南部黒瀬川帯，坂州展群の層序と放散虫年代

Fig. 6. SEM photographs o「MiddleJurassic -earliest Cretaceous rndiolarians from the Kurisaka Fum1u1ion. Scale 
bars (aべc)indicate 100 11 m. a: 13. b: 1,2.4,.5, 16, 18-20. c: 3,6-12.14, 15, 17. I: Loopus yflngi Dmi1rica (Loc.6); 2,3: 
Pseudodiclyomilra c,11paticn (Lozyniak) (Loc.6); 4: Archaeodic1yomitra api11riu111 (Ruest) (Loc.6); 5: Loopus 
primi1iv11s (Matsuoka and Yao) (Loc.5); 6: A,℃haeodic1yomi1m apiarium (Ruest) (Loc.9): 7: Arc/weodictyomitrn 
minoensis Mizutani (Loc.9): 8: Solenorrima ichi/.:aw.1i Matsuoka and Yao (Loc.9): 9,10: Loopus primitivus 
(Matsuoka and Yao) (Loc.9): 11: Svinitzium sp. (Loc.9): 12: Ci11guiol'Uffis c.1rp111ic11 Dumitrica (Loc.9); 13: 
P1w111nel/ium fanccola (Parona) (Loc.9): 14: Eucyrrid.ie//um pryctum (Riedel and Sanfilippo) (Loc.4): 15: 
Oictyomill.eIla(?) aff. k11111oe11sis Mizutani and Kido (Loc.8); 16: Hsuum nwxwelli Pessagno (Loc.8); 17: Pmt1111uma 
ochicnsis Matsuoka (Loc.8): 18: Ki/inorn spir:ilis (Mat~uoka) (Horizon C2 of Loc.3): 19: Tricoloc11psll co11cx11 
Matsuoka (Horizon C2 or Loc.3); 20: Tricolocaps11 plicurnm Yno (Horizon A of Loc.3). 
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Fig. 7. Ataxioceras kurisakense Kobayashi and Fu~ada'. 
1947 from the Kurisaka Section (Loe. 3, Horizon CI of 
the Member G). 

Sp.の産出が報告されている（田村，1960)．また上部府か

らは， Hsuummaxwelli帯及ぴLoopusprimitivus帝の放散

虫群媒が産出し， KimmeridgianからTithonianとされる （西

園，2001)．これらのことから，坂本陪上部附下部は

Kimmeridgian,上部はTithonianと考えられる．また，相席

中村膀群中ノ沢層は産出する化石から， Oxfordianから

Kimmeridgianとされる (Mori,1963)．栗坂陪から産出す

る， Grammatodontakiensis Kimura, Parallelodon kobayashii 

(Tamura), Entolium kimurai Tamura, Somapecten 

kamimaensis Kimura, Lima tosana Kimura, Exogyra 

kumensis Tamura, Astarte defecta Tamura, A. sakamotoensis 

Tamura, Protocardia tosensis Kimura, Pleuromya ? 

punctostriae Tamura, Corbula grobosa Tamuraは，中ノ沢

屈坂本陪からも産出が報告され(Tamura,I 959a-c, 

1960)，まtこ， Eopectenkurisakensis Tamura, Gervillia 
tatenosawensis Tamuraは中ノ沢層から産出が報告されてい

る(Tamura,1960)．これらは，栗坂層セクションにおける

二枚貝産出府準の地質年代と矛盾しない．臼ヶ谷ー内山の

分布地帯では，酸性凝灰岩簿層を挟在する黒色泥岩陪にお

いて， Tricolocapsa conexa層準(Loe.10)の上位約12mよ

り， Entolium肋 nurai,Astarte sakamotoensisが産している．

対 比

近年，九州 ・四国の各地で，黒瀬川帯のベルム紀AC上

に分布し，烏巣陪群相当の浅海陪と見られていた地層群の

荊序と，放散虫年代が明らかにされている．本章では，九

州，四国各地域の関連培の概要を説明し，今回明らかに

なった四国束部地域の培序との対比を行う (Fig.8). 

1.九州の黒瀬川帯

球磨川流域に分布する黒瀬川帯のペルム紀AC上に分布

する斜而海盆堆積相ジュラ系は，日奈久帯に属する河俣陪

群（宮本ほか， 2001)，美生層（佐野， 1977)・池原陪（横

田 ・佐野， 1986)，およぴ坂本帯の坂本陪（田村，1960;松

本 ・勘米良， 1964)が知られている．

日奈久帯

日奈久帯に属する美生地域のジュラ系は，美生層（佐

野， 1977)・池原府（横田・佐野， 1986)が知られており，

美生培からは，中部隅の下部よりアンモナイトの Cadonites

sp.. Planisphinctes'! sp.が報告され(Hiranoand Sano, 1977), 

下部培の最上部から Unumaechinatus群集帯の放骰虫が報

告されており，美生培は中部ジュラ系(Bajocian-Bathonian) 

とみなされていた（横田 ・佐野， 1986)．また美生膀の西側

に分布する池原層からは，Risto/aaltissimaをはじめとする

放散虫群集の産出により，上部ジュラ系Tithonian下部相

当と見なされていた（横田 ・佐野， 1984).

宮本ほか(2001)は， 美生陪およぴ池原層分布地域を含め

たジュラ系の防序と放散虫年代を検討し，日奈久帯美生

地域に分布するジュラ系斜而海盆堆積相が，Laxtorum

jurassicum帯～Loopusprimitivus幣に及ぶこと を明らかに

した．また，当ジュラ系は下部白亜系によって，傾斜不整

合に覆われることを明らかにし，新たにジュラ系河俣陪群

を提唱した．

坂本帯

坂本帯の坂本培は，大型化石による研究（田村，1960;

松本 ・勘米良， 1964)により ，上部からはAulacosphinctes 

sp．が産しTit11onian（山村， 1960)とみなされている．放散

虫は Tricolocaps11conexa帝ないしは Kilinoraspiralis帯から

Loopus primitivus術にかけての群熊が産し，上限はTithonian,

下限は Oxfordian以前にさかのぽると推測されている（西

園 2001)．太田・坂井(2003)は，海iili地域の坂本帯ジュ

ラ系を井出i:，J杓，京泊屑坂本府の3つの累陪からなる郊
北附群を提案した．井出恥l晋はHaugin cf. varhtbilisを産し，
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Fig. 8. Correlation of Jurassic fore-arc basin formations on the Kurosegawa PAC in Shikoku and Kyushu. 

Toarcian後期と見なされており，京泊庖からは Tricolocapsa

plic叩 1111帯の放散虫が検出されている．

2.四国の黒瀬川帯

四国西部

成穂層は愛媛県城川町地域で，黒瀬川帯のペルム系宮成

陪群と土井！引群に構造的に挟まれて分布する机粒砕屑岩相

で，土居層群と見なされていた黒色泥岩や珪長質凝灰岩か

らCanopwmspp．を伴う放散虫群集が検出され， 三牲紀最

後期～ジュラ紀初期とみなされた(Hadaet al.. 1992)．同じ

< Hada et al. (1992)によれば，同陪からは Dictyomitrella
sp．が産するとされており，ジュラ紀前期と見なされる．

嘉義尾層群は，愛媛県の城川町就義尾を模式として中川

ほか(1959)により命名された． 珪長骰凝灰岩を頻繁に伴う

砂岩・泥岩層で，下部附が砂岩優勢で，上部陪が泥岩俊努

となる．また下部庖は花尚岩円礫を含む礫岩を伴う ．三滝

火成岩類を不整合に覆うことがある．泥贋岩より Unuma

typicusを伴う群集などの Tricolocapsaplicarum帯の放散虫

群集が検出されており，ジュラ紀中期前半と見なされる

（石田， 1987; Hada et al., 1992). 

四国中央部

高知県佐川地域では，中～上部三悦系斜面海盆堆梢相の

蔵法院！罹群l帯と川内ヶ谷層群2帯の東西分布を挟んで，そ

れらの北側にいわゆる介石山帯の島巣陪群相当培が分布し

ており（甲藤， 1982)，南部黒瀬川帯（坂州帯）に屈する．日

尚村岩目地では， ターピダイ ト型砂岩 ・泥岩互1丹と泥牲岩

からなる附匝30111以上の地培が分布しており ．生痕化石の

Nereites cf. murotoensisとともに．泥岩擾勢の砂岩泥岩互

跨部からは，アンモナイトの Euaspidocerassp. aff. E. 

pyrraha SpEllhが産しており， Callovian上部と見なされてい

る（甲藤 • 松本， 1 982) ． このことから，介石山幣の瓜巣料

群柑当層は，栗坂1M下部の 7i"icolocapnplicrrru111術に対lt

される．翡知県仁淀村地域では，砂岩 ・ 泥宕 I•LI\'1 および黒

色泥＇（］からなり ．珪長質凝灰岩と礫岩を伴う地料から．

Canoptum sp., Eucyrcidicllum sp.. Eucyrridiel/um sp. cf. E. 

pessagnoiなどの放散虫が検出され，三代紀最後期から

ジュラ紀初期と見なされ，中ノ瀬層と命名された(Hadaet 

al., 1992)．中ノ瀬思の放散虫群集はEucyrt.idiellumspp.を

伴うことから，ジュラ紀前期と見なされる．

高知県東部の物部川地域には，砂岩 ・泥岩を主として．

烏巣式の石灰岩を伴う地層が分布してお り，領石統の底

巣頷石漸移庖と見なされていた（蔵田， 1941a)．森野ほか

(1989)は，香北町西の川沿いを模式として， 美良布層と命

名し，同培から放散虫と二枚貝類を検出して，その年代を

Valanginian後期～Barremianとした．香西 ・石田(2003)．香

西ほか(2004)は模式地の岩相陪序と放散虫を再検討し，下

部陪がKilinoraspiralis帯（ジュラ紀後期初），中部料が

Loopus primitivus帯（ジュラ紀後期末），石灰岩を扶在し

て，それよ り上部庖がPseudodictyomitracarpatica帯（白亜

紀前期初）に及ぶことを明らかにし．Kimrneridgianアンモ

ナイトの産出感準(Kobayashiand Fukada. 1947)ともあわせ

て，美良布罰がジュラ紀後期～白亜紀初期の連続翔序を持

つことを明らかにし．梢造的位置からも， 四国束部の栗坂

培に対比される黙瀬川偕南部の地附であることを論じた．

四国東部

今回，明らかになったように．四国束部の那買川流故で

は，馬瀬川帝南部（坂州帯）のペルム紀ACを被覆するいわ

ゆるジュラ紀後期の浅海公海相とされた栗坂府は．

Kimmcridgianアンモナイ トの産出層準(Kobayashiand 

Fukada. 1947)を挟んで、ジュラ紀中期後半tTricl)）0(，．3p邸

conexa帯）～白亜紀初期(Pseudodiccyomitn1carpaticu ~行）に

及ぶ泥質＇合優勢！付であるまた，粟坂特の西方延艮妓で．

下部相‘りと見なされていた砂岩 ・泥岩籾よ，ジュラ紬前期

初(Parahsuumsimplum帯）のターピダイト序店州であり，

広瀬料と命名された．

広瀬料と栗坂培の年代層l→卜関係については今後の課剋で

あるが，広瀬培の碁底礫岩料は，上部三・牲系寒谷怜

(C'arnian)のJ-/alobiasp., Pseudolime11 mwm皿11iなどを伴う
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浅海成砂岩層と酸性凝灰岩層を不整合に覆い，また栗坂層

の最上部は，礫岩で始まる下部白亜系(Hauterivian)汽水成

層によって覆われる．以上に基づき，広瀬層と栗坂層から

なる四国東部南部黒瀬川帯のジュラ紀ー白亜紀初期の斜面

海盆堆積相は坂州庖群と命名された．

以上記述した岩相と放散虫年代ならぴに地帯構造上の婦

属に基づき，九州西部の川俣層群や葦北層群，四国西部の

成穂庖・嘉義尾層，また四国中央部の中ノ瀬層や介石山帯

の鳥巣層群相当層，ならぴに物部JII流域の美良布層は，四

国東部で新たに定義された坂州層群に対比される．とくに

広瀬層は，四国中央部の中ノ瀬層，四国西部の成穂層に対

比される．また，栗坂層は，四国中央部の美良布層，九州

西部の坂本層，池原層に対比される．

四国・九州における放散虫生層序学的検討結果を概観す

ると，黒瀬川帯ペルム紀AC上に分布し，主としてジュラ

紀後半のいわゆる浅海陸棚培と見られていた地層群は，下

部ジュラ系(Parahsuwnsimplwn帯）～最上部ジュラ系(Loopus

primitivus帯）および最下部白亜系(Pseudodictyomi四 carpatica

帯）に及ぶ前弧海盆堆積相と考えられる．

まとめ

四国東部の南部黒瀬川帯（坂州帯，石田・香西， 2003)に

分布する，いわゆる鳥巣梧群相当層は，下部ジュラ系の広

瀬層（新称）と中部ジュラ系～最下部白亜系の栗坂附（再定

義）に区分された．また，広瀬層と栗坂層からなり．上下

限が不整合で隔てられた下部ジュラー最下部白亜系海成層

は坂州層群（新称）と命名された．

広瀬晒はParahsuumsimplum帯に属し．ターピダイト型

砂岩・泥岩層を主として，異地性岩塊として約巣式石灰岩

を含む．広瀬恩基底の火成岩円礫を主とする礫岩層は． J:

部三昼系Camian階の寒谷層を不整合に覆う． Norian階の

梅ヶ谷陪も不整合に覆うものと推定される．

栗坂層は泥岩勝ち砂岩泥岩互層を主として砂岩・泥宕培を

伴い，中部から上部はTricoloc叩ロconexa帯～氏匹れ加tyomiITa
carpatica帯に及ぶ．栗坂層F部の泥岩府はアンモナイトを

産し，広瀬層の泥岩勝ち砂岩泥岩互層に整合的に連続す

る．栗坂層は竹ヶ谷層群翔蒲層（下部白亜系 Hauterivian階

の汽水層）にイ溝整合に覆われる．

岩相と放散虫年代ならぴに地帝構造上の帰属に基づき，

九州西部の川俣庖群や兼北屑群，四国西部の成穂J秘・嘉義

尾層また四国中央部の中ノ瀬屑や介fiUJ帯の島巣陪群相

当層ならぴに物部川流域の美良布昭は，四国東部で新た

に定義された坂州府群に対比される． とくに広瀬附は，四

国中央部の中ノ瀬層，四国西部の成穂府に対比される．ま

た，栗坂層は，四国中央部の美良布層，九州西部の坂本

層，池原層に対比される．四国・九州各地域における放散

虫生層序学的検討結果によれば，黒瀬川帯のペルム紀AC

上に分布し，主としてジュラ紀後半のいわゆる浅海陸棚陪

と見なされていた地層群は，下部ジュラ系(Parahsuum

simplum帯）～最下部白亜系(Pseudodictyomitrac叩9atica帯）

に及ぶ前弧海盆堆積相と考えられる．
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